
令和 8 年度 第 1 回 在宅医療介護従事者研修会 アンケート集計結果 

令和 8 年 8 月 6 日(木) 19:00～20:30 

小倉医師会介護サービス総合センター2F 

 

１．あなたの職種を教えてください。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本日の研修会の内容についてお尋ねします。 

   １）本日の研修内容について、理解できましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２）本日学んだ内容は、明日からの業務や支援に活かせそうですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理解できた 

介護職(介護福祉士/ヘルパー/介護士) 

MSW/PSW/相談

看護師/准看護師 

ケアマネジャ― 

リハビリ(PT/OT/ST) 

45 件の回答 

看護学生 6.7％ 

6.7％ 

45 件の回答 

よく理解できた 

 

2.3% （老健だから） 

45 件の回答 



【 感想・意見 】 

 ＜意思決定支援・ACP・治療選択・緩和ケア＞ 

・ 意思決定支援の重要性、多職種で支えるしくみの大切さを改めて考えることができました。 

・ 透析をやめたいと言う方がいますが、返す言葉に迷います。 

・ 透析を続ける仕組みは整っているのに、治療の終わりを支える仕組みは十分でないこと、緩和ケアを受け 

ることが難しいことについてとても考えさせられました。 

・ 患者さんの意思決定の大切さ、重要・必要性をとても学べた研修でした。選択肢を提供できる知識を持 

ち、共に考えられる関わりをしていけるよう業務に活かしていきたいです。とても充実した研修でした。あり 

がとうございました。 

・ 透析にならないように、日常生活を留意できるようすすめていきたい。また、透析について正しい知識を得 

て、ケアマネジメントに活かしていきたい。意思決定は、一度きりではなく、繰り返し行いご本人の真の思い 

を聞けるように信頼関係を築いていけたらと思います。 

・ 昔と比べて、透析導入する方の年齢が高くなっており、ACP をふまえてケアを考えていかなければならない 

と思いました。CKM について、もっと事例をとおして学びたいと思いました。 

・ 保存的腎臓療法についてもっと知りたいと思いました。 

・ 透析をされている方の ACP に関してとてもよくわかりました。 

・ 腎不全患者に早期より緩和ケアの実際の考え方を知れて良かったです。 

・ 透析患者の ACP に関して考えさせていただく良い機会となりました。透析患者の最期の迎え方、PD に関

して考えさせていただきました。 

・ 担当している方が現在透析中(25 年以上経過している)。今後おこりえる状況となると予測してます。 

(緩和ケア)今回の研修は、とても参考となった。 

・ 患者さんの思いを繰り返し聞き続ける、１回のみで判断しない大切さを学びました。ありがとうございまし 

た。 

・ 在宅血液透析を初めて知りました。意思決定は、何度でも繰り返し見直せるプロセスを理解することによ 

り、安心して選択できる治療を受けることができると思います。ACP の３つの覚悟はとても大切だと感じて

おります。 

 

<透析の知識・治療内容の理解> 

・ とても見やすいスライドとわかりやすい説明で、透析患者さんの抱える問題と支援について勉強になりまし 

た。 

・ 透析中。(もうすぐ末期) 今から導入の方みていていろいろ考えますね。 

・ 透析について詳しく学べました。 

・ 腹膜透析について、もう少し詳しく知りたいです。 

・ 透析についての講義は初めてです。透析は大変難しいという印象が大きいものでした。透析は生活の変化 

や なかなか受け入れてもらえる施設が少なく、相談も難しく、新たな病院探しにも退院支援にも苦労しま 

した。今日の講義から透析はもちろん大変なものではありますが、そのイメージも少し変わり 今後の患者さ 

んへの接し方、退院支援にも生かしていく内容もたくさんあり大変勉強になりました。 

・ 透析患者について、実際の透析患者さんのイメージがわきました。ありがとうございました。 

・ 腎不全などになると、最終的には人工透析を受けるものと考えていましたが、今回 保存的腎臓療法があ 

ることを知り、もう少し深く学びたいと思いました。 

 

   ＜実務に関すること・現場での困りごと＞ 

 ・ 透析をされている利用者様がいるので詳しく知ることができて良かったです。 

・ 老健は透析患者さんの受入れが難しいため。 

 ・ 訪問リハビリで何人か関わってきました。今、透析長期選手の利用者様のリハビリをさせてもらっています。 

・ 長期透析なため、日々いろいろな問題がおこっています。本日の講演で、自分の対応はまだまだだなぁと思 

いました。 



・ 現在は透析患者さんに関わっていませんが、実例を挙げての研修はとても良かったと思います。透析患者 

さんとご縁があった時には、ぜひ役立てたいと思います。「透析を止めた日」をまず読んでみようと思いまし

た。ありがとうございました。 

 

<講義のわかりやすさ・感想> 

・ わかりやすい講義で楽しく学べた。 

・ 透析患者様をよく診ていただいているので、とてもわかりやすく その人を想って色々と考えた講義だったと 

思います。ありがとうございます。 

・ 生活の質を大切にする＝気持ちを聞く、確認する。大事。 

 ・ 大変勉強になりました。 

  ・ なかなか難しいテーマで最期に先生が言われた「答えがない」ということに共感しました。 

 

３．意思決定支援の経験についてお尋ねします。 

 １）透析患者さんやご家族と「これからの生活」「治療の続け方」などについて話した経験はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２）終末期に透析を続ける/やめるという話題について、どの程度関わったことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の研修で扱ってほしいテーマについて (２つまで選択可) 

44 件の回答 

6.8% 

6.8% 

4５件の回答 

説明したことがある 

家族と話したことがある 

医療者から相談された 

ことがある 

関わったことはないが知りたい 

4５件の回答 

腹膜透析の実際(在宅腹膜透析、訪問看護・介護) 

終末期の透析の意思決定について 

家族支援について 

多職種での「気づき」を共有する方法 

本人の希望(ACP)を引き出す方法 

保存的腎療法について 

透析の合併症について学びたい 


